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研究室 Close Up

商船学は、工学系の要素を中心に社会科学
的な要素も加わった独特の学問で、船を取り
巻く、工学に加えて法学、経済学、といった文
科系学問が組み込まれています。私の研究室
では、船長や航海士といったプロフェッショナ
ルとそれを目指す学生に注目し、船の操縦判
断、特に衝突回避判断や海上交通環境の認
知について人間科学的に研究しています。船
の衝突回避は、自動車のように衝突の数秒前
から行うものではなく、衝突の数分から十数
分、場合によっては数十分前から行われます。
その衝突回避判断はさらにその前に行われま
す。このように船の衝突回避判断はとても長
い時間を扱うことから、将来の交通状況を推
測し、自船の針路変更に伴う交通状況の変化

を予測する必要があります。これには経験が
重要になるわけですが、経験は常に同じでは
なく、将来予測も異なることがあります。現場
ではこの違いが時に危険な状況を生じさせま
す。このような背景から人的要因を考慮した
新しいプログラムの研究開発効果検証を行っ
ています。プロフェッショナル用のプログラム
を開発すれば安全教育として活用することが
できますし、学生用のプログラムを開発すれ
ば養成教育として活用することができます。

当研究室の学生の多くは、航海士そして船長
として船を操り、海技者として活躍することを
目指しています。しかし船の仕事に就かない
けれども海や船が好きという学生もいます。こ
れらの学生に共通しているのは、海での実習
等において『なぜ実習でこんな判断をし
ちゃったの？』とか『どうしてもこの実習は苦
手！』というような疑問を抱いていることのよう
に感じます。研究は操船シミュレータを使った
り、アンケート調査をしたりと真面目に楽しく
進めています。

西山　和 さん
外航船社　勤務
三等航海士
2016年3月 海事科学部卒業

「未知」から「道」へ ～海・船の世界への一歩～
　みなさんは、「海・船」についてどれだけ知っていますか？
　私は現在、外航船員（航海士）として働いていますが、この海運業界のことは海事科学部に入学するまであまり知りませ
んでした。おそらく、多くの方が『海や船については未知の世界だ』と感じていると思います。しかし、海に囲まれた島国で
ある日本にとっては、決して切り離すことができない世界です。例えば、私達が食べている物や着ている服、自動車の燃料
や何気なく使っている電気なども、その多くは日本から遠く離れた所から船で運ばれてきています。今まで意識したこと
がないかも知れませんが、意外に我々の生活に根本的につながっているんですね。本学部は、そんな「海や船」と「私達の
生活」の関連性を授業、研究、実習を通じて見・聞き・体感し・学ぶことができます。また、皆さん自身もまだ知らない世界
を知ることで、新たな発見や自らの秘めた可能性に気付くかもしれません。この瞬間、この世界が皆さんにとって、「未知」
から皆さん自身の人生の歩む「道」へと変わるでしょう。
　海事科学部を志望される皆さん、これからは様々な未知との遭遇になると思いますが、その時は自分の信じた道をまっ
すぐ、まっすぐ生きていってください。そして皆さんにとって、素晴らしい大学生活にしてください。

卒業生からのメッセージ

「航海学1と「航海学2」で学修した、
航海計画の立案と航海の実行に関
わる水路図誌目録を筆頭とする各
種カタログ類の確認・理解や、航海
の基本である船位の確認と針路の
設定に関する航法計算といった理
論を実践する演習。知識を“覚える”
のではなく、“思考の材料とする”能
力を身に付けます。

「Navigation（航海）」とは、人や物を
運ぶ船舶・航空機・自動車などを安
全かつ経済的に目的地まで移動さ
せるため、人が判断、意思決定、行
動する過程のこと。航海計器は、そ
のために必要な航海に関するさま
ざまな情報を正しく得る装置の総
称です。授業では各機器の測定原
理や信号の処理などを解説します。

航海学演習 1・2
船舶は国際的な一つの社会です。海
洋の環境保全と海運の発展には、海
事法規の遵守が大切ですが、それだ
けでは安全や安心を確保することは
できません。授業では、船舶となる
「船」、そこで働く「人」、媒体である
「海」、拠点となる「港（国）」の関係
法を講義し、海事法規を体系的・国
際的に理解します。

海事法規航海計器学 1
海上交通ルールには、海上衝突予
防法（国際海上衝突予防規則）、海
上交通安全法、港則法があり、衝突
防止のための船舶の行動規範が示
されていますが、具体的な判断基準
や数値は記されていません。授業で
は、海上において衝突を防止する
各プロセスにおいて求められる行
動規範を学び、知識を修得します。

海上交通法 1・2

科目 Pick Up

航海マネジメントコース
グローバル輸送科学科 グローバル輸送科学科

船長・航海士向けの
安全プログラムを作る

学べる科目紹介

全学共通授業科目 

基礎教養科目
総合教養科目
外国語科目
情報科目
健康・スポーツ科目
共通専門基礎科目

（数学、物理学、化学）

高度教養科目

Introduction to Maritime Sciences Ⅰ
海事国際法
気象学
経済学Ⅲ　など

初年次セミナー
コミュニケーション英語
ライティング英語
海事理化学実験1・2　など

基礎的な科目 学部に特徴的な科目

国際経済法（法学部）
国際法Ⅰ・Ⅱ（法学部）
Globalization and International 
Trade（経営学部）
国際交通（経営学部）
環境経済論（経済学部）
など

他学部開設科目

入学

学科共通科目

応用数学1・2　海運経済論　海事環境工学　
海上保険論　会計学
経営組織論　経営戦略論
経済学Ⅱ　など

第一専門科目

海技実習　航海学1・2　航海計器学1
船舶安全学　操船学1　海洋気象学
海事法規　海上交通法1・2　
航海学演習1・2　学内船舶実習1・2　
船舶実習1・2・3　など

第二専門科目

流体力学1　材料力学1　電気電子工学　
航海学3　航海計器学2　海事実用英語
海難論　海上交通心理学　船舶管理論
学内船舶実習3　など

広い学問領域に触れた上で
２年次からコースを選択
1年次に全学共通科目や学部共通科目を履
修。幅広く学び、自分の適性を見極めた上
で、所属コースを選ぶことができます。2年次
から専門的な内容を扱う学科共通科目や
コース別の専門科目を履修。

海技士養成コースの
カリキュラムを高度化
これまで三級海技士免許取得に必要
な科目群（35単位）を卒業必修科目
にしていましたが、一部科目を除外。
代わりに、基礎科目を強化するととも
に、関連科目の体系化を進めます。

学部共通科目

経営的視点を養うため
社会科学系科目を強化
日本における国際海上輸送の発展のため、日本人
海技者の今以上の資質向上が求められています。
そこで、より総合的に国際海上輸送を理解できるよ
う、経済学・会計学・海事政策論など社会科学系科
目を強化します。

コースに特化した
船舶実習と集中授業
3年次後期に2か月間、海技教育機構
の練習船を利用した「船舶実習2」を
開講。その後、同学期の残り約2か月
間は、科目当たり週平均2コマの集中
授業を導入し、授業内容の理解を深
めます。

海事人的要因研究室

渕 真輝 准教授

海事科学通論
海事社会学
海事政策論　
海洋学
地勢学
経済学Ⅰ
基礎ゼミ1・2　など


